
 

                               平成２８年１１月１８日 

                               伊勢志摩サミット推進局 

                                   サミット総務課 

    「伊勢志摩サミット三重県民宣言（仮称）」の検討状況について 

「伊勢志摩サミット三重県民宣言（仮称）」については、現在、骨子案について、県民の皆

さんからいただいた意見を踏まえ検討を進めているところです。 

今後、１１月２７日（日）の「伊勢志摩サミットを契機とした県民活躍シンポジウム」での

発表を予定しています。 

 

１ 意見聴取の状況 

（１）懇話会 

①「一般部門」（サミットで活躍した県民代表、公募委員の計２０名） 

ア 開催日 １０月１９日（水）１３：３０～１６：３０ 

イ 内容 

伊勢志摩サミットの成果・レガシーを共有したうえで、宣言骨子案や、一人ひとり

が三重の未来に向けどのような具体の行動をしていけばよいかという点について、参

加者による意見交換や議論を行いました。 

ウ 主な意見 

・サミットに関して県民の成功感、達成感を宣言に盛り込むべきである。 

・三重が誇りうるおもてなし文化を高めていくべきである。 

・「和の文化」は「おかげさまの文化」としてはどうか。 

・県民として三重の文化を知ることが必要である。 

・「平和」を安全安心だけにしてはどうか。 

・骨子案にカタカナが多いのではないか（ポテンシャル、レガシー、アクティブ・シ

チズン）。 

・言葉が難しい。「親和」など骨子案では「和」にこだわってはいないか。   など 

 

②「若者部門」（「２０１６大学生国際会議in三重」参加者有志８名） 

ア 開催日時 １０月２２日（土）１３：３０～１６：３０ 

イ 内容 

伊勢志摩サミットの成果・レガシーを共有したうえで、宣言骨子案や、一人ひとり

が三重の未来に向けどのような具体の行動をしていけばよいかという点について、参

加者による意見交換や議論を行いました。 

「一般部門」とは異なる若者ならではの意見が多く出ました。 

ウ 主な意見 

・「次世代に引き継ぐ」や「知恵をいかして」という部分は年配者の表現だと思う。 

・「おかげさまの精神」を知らない若者は多いと思うので、具体的に表現するべきであ

る。 

・「平和」は大ごとと感じる。「平和」とはどのような状態をいうのか。 
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・母なる地球ではなく、自分を地球のあらゆるものの母ととらえて地球を大切にして

いきたい。 

・郷土への愛着を高めるため、地域の行事に積極的に参加していきたい。 

・国内外での認知を高めるため、まず自分が伝統・文化に触れて、その良さを感じて

いきたい。 

・自分ができる小さなことから環境保全のために行動を変えていきたい。 

・三重らしい言葉が欲しい（伊勢湾、伊勢神宮など）。            など 

 

③「行政部門」 

ア 開催日 １１月７日（月）１３：４５～１５：２０ 

イ 内容 

以下について意見交換を行いました。 

①宣言骨子案全体への意見 

②宣言骨子案の決意部分への意見 

③宣言をベースに県民と協創し、県民の行動、活躍を後押しするため、今後行政

として何ができるかについての意見 

ウ 主な意見 

・わかりやすい表現を使って欲しい。横文字が多い。 

・どこの県でも置き換えられる内容になっていないか。三重らしい宣言にするべき

である。 

・サミットらしさが読み取りにくい。 

・三重らしい表現は、「おかげさま」くらいしかない。 

・「おかげさまの精神」がわかりにくい。伊勢の文化であり、県民全体の理解を得

ることができるか。 

・「平和」が大きすぎる。 

・継続性が必要であり、行政としてのサポートが必要である。 

・県民との協創のために、国際的取組などについての学習機会の提供が必要である。 

・県民を後押しする仕組みづくりを県民の声を聞きながら行う必要がある。 など 

 

（２）個別の意見聴取 

障がい者の方やジュニア・サミット参加者からの意見聴取も実施しました。 

 

（３）県民からの意見募集 

１０月６日から３１日までＳＮＳ(県民会議 Facebook)等による意見募集を実施しまし

た。 

 

 

 

 

 



 

 

〔参考〕意見内訳一覧 

①懇話会 

  参加 

者数 

骨子案への意見 行動への

意見 

合 計 

全般 決  意 小 計 

懇話会「一般部門」 ２０名 ２８件 ７７件 １０５件 １２４件 ２２９件 

懇話会「若者部門」 ８名 １件 ３５件 ３６件 ５３件 ８９件 

懇話会「行政部門」 １６名 １５件 ５０件 ６５件 ４７件 １１２件 

    計 ４４名 ４４件 １６２件 ２０６件 ２２４件 ４３０件 

     

②県民からの意見募集等 

 意見 

者数 

骨子案への意見 行動への 

意見 

合 計 

全般 決 意 小 計 

ＳＮＳ １６名 ２件 ０件 ２件 １５件 １７件 

メール、FAX等 ５２名 ４９件 ３件 ５２件  ５０件 １０２件 

個別意見聴取 ８名 ３件 ３件 ６件 １１件 １７件 

   計 ７６名 ５４件 ６件 ６０件 ７６件 １３６件 

  

③合計（①＋②） 

 参加及び 

意見者数 

骨子案への意見 行動への 

意見 

合 計 

全般 決 意 小 計 

合計 １２０名 ９８件 １６８件 ２６６件 ３００件 ５６６件 

 

 

（４）職員アンケート 

１０月１８日から１１月７日まで実施した職員アンケートについては、２２４名から

意見をいただきました。 

 

２ 今後の予定 

県民等からいただいた意見を参考に、一人でも多くの県民が自分の宣言であるとの実感を

持つことができる内容をめざして宣言文を検討していきます。 

１１月下旬    関係部局への確認依頼 

１１月２７日（日） 宣言発表 

 

 



 

平成２８年１１月１８日 

伊勢志摩サミット推進局 

サミット総務課 

 

伊勢志摩サミット記録誌の刊行予定について 

 

１ 概要 

  伊勢志摩サミットの記憶を後世に引き継ぐため、サミットの準備段階から開催経過、

県民会議や市町の取組などを記録誌として刊行します。記録誌は、県民会議へご支援

いただいた方々や、関係機関等へ配付します。 

 

２ 予定 

  １１月２５日（金） 記録誌の刊行を報道発表 

     ２７日（日） 「伊勢志摩サミットを契機とした県民活躍シンポジウム」の

会場にて、閲覧コーナーに記録誌を配置 

  発表日以降、１２月１５日（木）までに順次発送 

 

３ 作成部数及び構成 

  部数 4,000 部 

  構成 ・本冊（モノクロ）421 ページ  ・写真集（カラー）75 ページ 

     ・記録映像ＤＶＤ  23 分    ・本冊、写真集、ＤＶＤをケースに収納 

 

４ 記録誌内容 

 序文・あいさつ 

 第１編 サミット概要 

  第１章 Ｇ７サミットの概要  第２章 伊勢志摩サミットの概要  第３章 配偶者プログラム 

 第２編 サミット開催に向けて 

  第１章 誘致  第２章 体制 

 第３編 県民会議等の取組 

  第１章 概要  第２章 開催支援  第３章 おもてなし 第４章 明日へつなぐ 

  第５章 三重の発信  第６章 市町の取組  第７章 広域の連携 

  第８章 警備・消防・保健医療  第９章 ポストサミット 

 第４編 予算・決算 

  第１章 県民会議事業の予算・決算  第２章 行政事業（伊勢志摩サミット関連予算） 

 資料編 

 

５ 送付先 

  寄附者、協賛事業者、県民会議会員等、県議、市町、各事業協力事業者（配偶者プ

ログラム・食材等提供・情報館・プレスツアー・ジュニアサミット・その他）、国・

他県等、県各部局（所要部数調査に基づく）、県内図書館、県内学校（小学校から大

学）、その他 

資料１－２ １１月２５日（金）まで取扱注意 




